
注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

内科・小児科
定点

インフルエンザ 30.0 10 .0 10.0 3 - - ↓ - - - - → －

RS － － － － - - → － - - - → －

咽頭結膜熱 3.0 1 .0 － 9 4 1 .00 ↓ － 2 1 0 .33 ↓ －

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4 .0 － 10 7 1 .75 ↓ － 6 6 2 .00 → －

感染性胃腸炎 20.0 12 .0 － 14 14 3 .50 → － 36 23 7 .67 ↓ －

水痘 2.0 1 .0 1 .0 1 2 0 .50 ↗ － 1 2 0 .67 ↗ －

手足口病 5.0 2 .0 － 121 138 34 .50 ↗ ◎ 57 62 20 .67 ↗ ◎

伝染性紅斑 2.0 1 .0 － 4 5 1 .25 ↗ － 3 9 3 .00 ↗ 〇

突発性発疹 － － - 2 3 0 .75 ↗ － 3 1 0 .33 ↓ －

ヘルパンギーナ 6.0 2 .0 － 1 - - ↓ - 5 3 1 .00 ↓ －

流行性耳下腺炎 6.0 2 .0 3 .0 - - - → - - - - → -

急性出血性結膜炎 1.0 0 .1 － - - - → －

流行性角結膜炎 8.0 4 .0 － 3 8 8 .00 ↗ ◎

細菌性髄膜炎 － － － - - - → － - - - → －

無菌性髄膜炎 － － － - - - → － - - - → －

マイコプラズマ肺炎 － － － - - - → － - 1 1 .00 ↗ －

クラミジア肺炎 － － － - - - → － - - - → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － - - - → － - 2 2 .00 ↗ －

インフルエンザ
入院報告

－ － － - - － - - －

－ － － 168 181 ↗ 113 110 ↗

前 週
からの
増 減

警　報
注意報

定点種別 対象疾患

警報レベル 川薩保健所管内 出水保健所管内

定点報告数

小児科定点

眼科定点

基幹定点

定点
報告数

前 週
からの
増 減

報　告　数　合　計

＜注意報・警報＞
　・川薩保健所管内　　手足口病（警報７週連続発令中）警報基準値5.0の７倍にあたる患者数の報告がありました。流行性角結膜炎が
　　　　　　　　　　　　　　再度警報値に達しました。
　・出水保健所管内　　手足口病（警報４週連続発令中）警報基準値5.0の４倍にあたる患者数の報告がありました。
                           伝染性紅斑（警報４週連続発令中）

＜全数報告＞
　・川薩保健所管内　　結核（患者１人）
　・出水保健所管内　　結核（患者１人），腸管出血性大腸菌（患者２人，無症状保菌者１人）

＜インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等＞
　・川薩保健所管内　　なし
　・出水保健所管内　　なし

要注意）手足口病の患者の報告が増えています。末尾「手足口病の予防」を参考に感染の拡大防止に努めて
　　　　　ください。

警　報
注意報

前週
報告数
（人）

今週
報告数
（人）

定点
報告数

前週
報告数
（人）

今週
報告数
（人）



14週 15週 16週 17週 18週 19週 20週 21週 22週 23週

内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 0.86 1.14 1.71 1.57 0.57 0.29 0.14 0.43 0.43 -

　ＲＳウイルス感染症 - - 1.75 1.25 0.75 1.50 0.50 0.50 0.25 - - -

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 0.50 0.75 2.75 2.25 0.25 1.00 2.25 2.50 2.25 1.00

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 - 1.75 0.75 1.75 1.50 1.25 1.25 3.25 3.00 2.50 1.75

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 7.75 15.00 7.25 9.00 2.75 3.50 4.50 4.00 3.50 3.50

　水痘 2.00/1.00 1.00 0.25 - - 0.25 0.25 1.00 - 1.25 0.25 0.50

　手足口病 5.00/2.00 - - - 2.50 5.00 4.00 4.50 18.00 21.75 30.25 34.50

　伝染性紅斑 2.00/1.00 - - - - - 0.50 0.50 1.25 1.00 1.00 1.25

　突発性発疹 - - - - 0.75 1.50 0.25 0.50 0.25 1.00 0.50 0.75

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - - - - - - - 1.00 1.00 0.25 -

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 - - 0.25 - - - - - - -

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 - - - - - - - - - - -

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 - 8.00 10.00 10.00 9.00 6.00 13.00 9.00 10.00 3.00 8.00

細菌性髄膜炎 - - .- .- .- .- .- .- .- .- .- .-

無菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - - - - - - - - - - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - -

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - - - - - - - - - - -

14週 15週 16週 17週 18週 19週 20週 21週 22週 23週
内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 1.20 1.40 2.60 0.60 0.20 0.20 - 0.20 - -

　ＲＳウイルス感染症 - 1.67 2.33 1.67 0.67 0.67 - - - - -

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 1.00 1.67 0.67 1.00 0.33 1.33 1.00 1.33 0.67 0.33

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 4.67 2.33 2.33 2.67 0.33 1.67 2.67 0.67 2.00 2.00

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 7.33 7.00 22.33 15.67 5.00 14.33 8.33 7.67 12.00 7.67

　水痘 2.00/1.00 1.00 - - - - - 0.67 - 1.67 0.33 0.67

　手足口病 5.00/2.00 - - 1.67 0.67 3.00 1.67 2.00 5.67 11.33 19.00 20.67

　伝染性紅斑 2.00/1.00 1.00 - 0.67 - 0.33 1.00 3.00 1.00 1.00 3.00

　突発性発疹 - - - - - - 0.33 - 0.67 0.00 1,00 0.33

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - - - 0.33 - - 0.33 0.67 0.33 1.67 1.00

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 - 0.33 - - - - - - - -

細菌性髄膜炎 - - - - 1.00 - - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - - - - - 1.00 - - - - 1.00

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - -

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - - - - 1.00 3.00 1.00 - 3.00 - 2.00

小児科定点

眼科定点

警報/終息

基準値
注意報
基準値

定点種別

川薩保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）疾病

基幹定点

警報/終息

基準値
注意報
基準値

定点種別

出水保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）

小児科定点

疾病

基幹定点

警報発令中 注意報発令中



（注意報・警報）

○手足口病について
【警報開始基準値 ５．０， 警報終息基準値 ２．０】

（第２３週は川薩・出水のみ掲載）

第２３週の手足口病の発生状況は，川薩
保健所管内からは，１３８名（定点当たり報
告数 34.50）の報告があり，警報が7週連続
継続中です。
出水保健所管内からは，６２名（定点当た

り報告数 20.67）の報告があり警報が４週連
続継続中です。

○伝染性紅斑について
【警報開始基準値 ２．０， 警報終息基準値 １．０】

（第２３週は川薩・出水のみ掲載）

第２３週の伝染性紅斑の発生状況は，川
薩保健所管内からは５名（定点当たり報告
数 1.25）の報告でした。
出水保健所管内からは，９名（定点当たり

報告数 3.00）の報告があり，警報が４週連
続継続中です。

○流行性角結膜炎について
【警報開始基準値 ８．０， 警報終息基準値 ４．０】

（第２３週は川薩のみ掲載）

第２３週の流行性角結膜炎の発生状況
は，川薩保健所管内からは８名（定点当た
り報告数 8.00）の報告があり，再度警報開
始基準値８．０を上回りました。



〇手足口病の予防について

１ 手足口病とは
手足口病は，乳幼児，小児を中心とした疾患で，口腔粘膜及び手や足などに現れる水

疱性の発疹を主症状とした急性ウイルス感染症です。
夏期に流行のピークがありますが，秋から冬にかけても多少の発生が見られます。

２ 症状
３～５日の潜伏期をおいて，口腔粘膜，手掌，足底や足背などに水疱性の発疹が出現

します。
一般的には、発熱で始まる軽い病気で、ほとんどの人が、１週間から１０日程度で自
然に治ります。合併症も、ほとんどありませんが、まれに髄膜炎等の中枢神経症状が発
生することもあります。

３ 感染経路
飛沫感染，便中に排泄されたウイルスによる経口感染，水疱内容物からの感染などが

あります。

４ 予防方法
排泄物の注意と手洗いの励行などです。咽頭痛などにより，食欲の低下，それによる

脱水症寿に注意が必用です。
ウイルスは，患者が回復しても２～４週間程度，糞便の中に排泄されますので，排便

後の手洗いの徹底が大切です。


